
はじめはちょっぴり緊張していましたが、打ち解けて

くると一緒に遊んだり、笑顔で手をつないだりする様子

も見られるようになりました。異年齢児との関わりの中

で、刺激を受け合い、育ち合っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜園教育・保育目標＞ 意欲的に取り組む子    ＜重点目標＞ “やってみたい！”がいっぱい 

 こどもの日のお祝いに、ミニ運動会を開催しました。今回は、楽しく体を動か
すことに加え、異年齢の関わりを大切にしたいと考え、つばめ組が小さい子たち
へプレゼントを用意し、一緒に手をつないで走ったり、応援したりと、みんなで
こどもの日の集いを楽しむことができました。 

 

こどもの日
の集い 

異年齢児との関わり 

一緒に行こう！ 

ドキドキワクワクがいーっぱいの春 

あ！ぼくがいる！ 

あれ？なんだろう？ 

春は出会いの季節…新しい環境の中で不安な気持

ちを抱える子ども達の姿もありますが、少しずつこ

ども園が楽しく、安心できる場所になり、面白いも

のや大好きなものを見つけるとにこにこ笑顔を見せ

てくれます！ はいどーぞ！ 

みてみて～！ 

おいしそう！ 

なんだろう？やってみたい！ 

海ができた！ 

なにかいるかなぁ？ 

いらっしゃいませー！ 

 子ども達は面白いこと

を見つける名人！「やっ

てみたい！」と夢中にな

って遊ぶ姿が見られま

す。時にはダイナミック

に、時にはじっくりと試

行錯誤しながら、それぞ

れの好きな遊びを元気い

っぱい楽しんでいます。 

 子ども一人一人が主体的に遊ぶ姿を大切にし、好き

な遊びを繰り返し楽しみながら『やってみたい！』『も

っとあそびたい！』と意欲をもって遊ぶ姿を支え、「や

ってみたい！」が実現するための環境を工夫していき

ます。 


